
よくあるお問い合わせ

　ごみ焼却施設が両開地区に移転したため、地域によっ
ては、収集時間が今までと変わることがあります。また、

ごみの量や交通状況によって、早くなったり遅くなったりする
ことがあるため、ごみは午前８時までに出してください。

焼却場が有明ひまわりセンターに変わったことで、
ごみの収集時間は変わりますか？Q

A
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　新型コロナの影響で、中断して
いた衣類や毛布の収集を、1月か
ら再開します。使わなくなった衣
類や毛布は、可燃ごみとして出さ
ずに、市役所各庁舎の回収ボック
スに持ってきてください。
【問】市廃棄物対策課（☎72・1334）

シリーズ「ごみ減量をいかにして成功させるか」㊳

1月から収集再開　衣類や毛布もリサイクル

衣類や毛布は袋に入れて回収ボックスへ
　市は、衣類や毛布を年間約 140 トン回収していま
した。昨年度はコロナウイルスの影響で、やむを得ず
可燃ごみとして処理していました。しかし、1月から
回収を再開。衣類や毛布は、資源物として出すと、約
60％はそのまま再利用が可能です。残りの約 40%は、
工場などで機械や製品を拭く雑巾になります。
　衣類や毛布を再利用すると、可燃ごみが減るため、
環境に優しく、新ごみ焼却施設の建設負担金も減らす
ことができます。冬の衣替えや年末の大掃除で、眠っ
ている衣類や毛布を見つけたら、可燃ごみとして出さ
ずに、市役所各庁舎に設置している回収ボックスに持
ってきてください。
●回収場所　市役所各庁舎の外に設置する回収ボックス
●回収時間　1月4日以降の午前9時～午後4時（土日、
祝日は不可。平日のみ回収）
●出し方　透明の袋に入れて回収ボックスに出す
※色付きの袋やレジ袋は使用しないでください。
※�収集を中断する前は、ひもで結んで出すように案内

■市内の可燃ごみの量
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皆さんの協力のお
かげで、前年同月
より11.6%減少

ごみ分別アプリ

1332

1178

目標
達成！

問い合わせ先の変更に注意
●ごみの出し方や収集ルート、回収漏れの
ことを聞きたいとき＝市廃棄物対策課（☎
72・1334）
●可燃ごみの直接持ち込みに関することを
聞きたいとき＝有明ひまわりセンター（☎
75・1766）

　まずは、取替交換業者や販売店、製造メーカーへ引
き取りが可能か問い合わせてください。それでも処分

できない場合は、市廃棄物対策課へ問い合わせてください。

ウォシュレットを取替交換したのですが、どのよ
うに処分すればいいですか？Q

A

をしていましたが、ひもで結んだりせず、必ず袋に
入れて出しください。
●衣類・毛布として出せないもの　▷布団▷枕▷カー
ペット▷座布団▷濡れているもの▷汚れ、破れがある
もの（古着として使えるものなどは可）
※事業所から排出される廃棄物は回収できません。
●手数料　無料
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柳川とっておき歴史の話－立花宗茂外伝－第４回 

岩屋城跡（写真：太宰府市）

透明の袋に入れて出して
ください。

濡らさない・
汚さないように

クリーニングは
不要
「タンスにしまえる状態に」
が回収できる判断基準です。


